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キレイと笑顔が
生まれる場所をつくりたい

Hospitality
地域のホスピタリティを訪ねて

アロマテラピー＆メークアップ ｆｒａｃｏｃｏ（フラココ）　　

代 表  河 野　 希 （こうの・のぞみ）

「キレイ」との出会い
　私が「キレイ」と関わる仕事がしたい、と思ったのは高
校を卒業した春。初めて行った化粧品カウンターで美容
部員さんにメークをしてもらったのがきっかけで、以前
よりも自分を少しだけ好きになり、自分に自信を持つこ
とができました。この時の嬉しかった気持ちは今でも忘
れられません。そして、「いつかこの人のように誰かをキ
レイにする仕事がしたい」と思ったんです。
　それから大学卒業後、憧れの美容部員として約7年間
神奈川・東京で勤務し、この頃アロマテラピーと出会い、
癒されることの心地良さを知りました。

がんばっている人を支えたい
　6年前に浜田にUターンしてからは美容とは関わりのな
い仕事をしていました。その間、たくさんの人と出会うこ
とができ、浜田の人たちのまじめさや、一生懸命さ、優
しさや温かさを改めて知ることができました。ただ、その
中で、女性が自分自身のために手をかけることにどこか
遠慮しているという事を感じることも度々ありました。
　いつも子育てや介護、家族のこと、仕事、地域のこと
など周りの人のために、たくさんの役割を果たしながらが
んばっている人たちばかり。それなのに、自分自身のこと
となるとどこか遠慮してしまっていて、いつも後回し。
　そんな風にがんばっている女性にこそ、自分のことを
もっとたくさん大切にして、いたわってほしい。そのため
の場所を作りたい、と昨年『フラココ』をオープンしました。
　フラココは“ブランコ”という意味です。「キレイ」や「癒
し」を通して、素の自分になり、子供の頃ブランコに乗っ
た時に感じたような楽しくて嬉しくて心地良い時間を過
ごしていただきたい。そして、前に漕ぎ出すときにそっ
と背中を押すようにお手伝いをさせていただきたい、と
いう思いで名付けました。

笑顔のために
　「キレイ」とか「癒し」はとても身近にあるということ。

誰かに強制されるのではなく、自由な価値観で、年齢も
立場も気にせず楽しんでいいんだよ、ということをお伝
えしたい。色んな事に追われていても、フッと肩の力を
抜いて素の自分に戻れるような心地良い時間をお過ごし
いただき、自分のことを大切なものと思っていただける
ためのお手伝いをしたいと思っています。
　その中で、どこか険しい表情をしていた人が優しい表
情になり、お客様の表情が輝き始める瞬間に立ち会える
ことはとても幸せです。以前、お客様から「人を笑顔に
する良い仕事を選んだね。ありがとう。」と言っていただ
けたことがあり、その時は本当に嬉しかったです。
　女性は「キレイ」になることで、自分のことをもっと好
きになってイキイキと輝けるし、自分だけでなく周りの
人のことももっと大切にできると思います。自分のそば
にいる女性がそんな風に輝いていたら、それだけで周り
の人まで嬉しい気持ちになって、どんどん笑顔が増えて
くると信じています。そして、私はこれからもこの場所
で、笑顔の連鎖が生まれるきっかけ作りをお手伝いさせ
ていただければ幸せです。

ホームページ http://www.fracoco.info/

DMATとは「災害急性期に活動できる機動性を持った
トレーニングを受けた医療チーム」と定義されており、
災害派遣医療チーム　Disaster Medical Assistance 
Team　の頭文字をとって略してDMAT（ディーマッ
ト）と呼ばれています。

医師、看護師、業務調整員（医師・看護師以外の医療
職及び事務職員）で構成され、大規模災害や多数傷病者
が発生した事故などの現場に、急性期（おおむね48時間
以内）に活動できる専門的な訓練を受けた医療チームの
ことを言います。当院には医師5名、看護師7名、業務
調整員6名の隊員がいます。

私は6月7日に浜田市弥栄町で行われた浜田市防災訓
練に当院DMATの看護師として参加しました。訓練テー
マは「水害・土砂災害に対する防災活動」でした。今回の
訓練には当院医師2名、看護師2名、業務調整員2名で構
成された1チームで参加しました。

訓練には消防や、警察、自衛隊、自治体など合計25
の団体が参加し、災害発生から時系列で各担当部門での
訓練が行われました。当院DMATは派遣要請を受け、現
場に向かい応急救護という訓練項目で参加しました。私
の役割は本部の命令を受け、消防隊によって設けられた
仮設救護所に入り、医師とペアを組み多数傷病者のトリ
アージ、その中でも優先度の高い傷病者を病院に搬送す
るための処置を行うことでした。実際に4名の重症傷病
者の救急処置を行い、病院に搬送を行いました。病院で
はないため検査をして原因を探るということはできま
せん。研修等で学んだ知識、技術を活用し実際に患者さ
んを診て、触れ、受傷機転などから必要とされる処置の
選択を医師と共に行い介助を行います。災害現場には医
療資器材はないので、病院から点滴セットや、気道確保
セット、人工呼吸器、外傷セットなどを持参し出動しま

す。また、自分自身の安全を守る個人装備としてブーツ、
プロテクター、ヘルメットを装着し活動を行います。

当院DMATのユニホームは青色です。一見医療者には
見えないですが背中には病院名、職種が記載してありま
す。DMATは別名「瓦礫(がれき)の下の医療」とも呼ばれ
ています。今回は救護所での活動になりましたが、実際
に消防の方と同行し災害現場や倒壊した建物の中で医療
処置を施すこともあります。

有事の際には迅速に出動できるように個人装備、資器
材は常に準備してあります。災害はいつ、どこで何が起
こるか分かりません。昨年広島県にて集中豪雨による土
砂災害が発生しました。私が生まれる前ですが浜田でも
洪水が発生し多くの犠牲者がでたと聞いています。浜田
市は地域特性上土砂災害のリスクは大きく、これから夏
季になり台風や集中豪雨などが予測されます。今回の訓
練のように準備をしておくことが重要です。実際に災害
がおきてからだと出来ないことも多いと思います。

もし災害が発生した際には、私はDMAT隊員の一員
として冷静な判断、適確な処置ができるように常日頃か
ら知識、技術を磨いていきたいです。
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